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口臭の発生原因には,に【r腔由来の局所的なも殿や全身的なも約号生理的なものがある那,本研究において
は.1)(吊Ik†L-(nJ;封じのkl'･(i'(,を被験首とし.口臭と日揮周期および如､FI･.ホJLモンとの関係件について誹iJ,ヾた.
11付則測定器は()l･tlL'11･川11こいを吊い.11兄畑桐机f巨eある硫化水玉･メ+)LメJLカブケン･ジメチ
ルサJLフ｢･lfド濃度を測JliL,H群Ii刷りにおける11兄L)存無を調べた.
JLlれLI'のデー タ,をもとに l月経期はflEtl.lu!:fJで(I,)るが.ホルモンバランスが乱れやすいたれ IIl,'tが発牛
しやすい,②卵胞期は低温期であ吟,エストロゲン (卵胞ホルモン)の分泌がさかんであるため日展が患い,
Htl汗棋りは プロゲステロン (Llt休ホルモン1の分泌がさかんで,プロゲステロンはわずかにf付目Tl/r-しげる
作用がLfr)るため.高-;.I1L期であり.畔油分泌量の減少や=腔内の陀操がふら行 IIIji･が発′f:/j~-ると1月)れてい
る車について検証した.
その結果.裾囚人によって廿I;lU)什無に差が吊え.彼朕削ミトlL)歳1においてU~)ふ前述が認められた.被
駈首AlL)1歳＼).13(i)1歳1.〔､(212歳1,I_)鳥:iJ:.IU については前述 1-;川)結果は認められ-~上 目臭と日揮
廿明の関係について明確にすることができなか-_)た.
また,奉研究はヴ被験者に長期間実験の協力を依頼しなければならなかったため,月経周期が規則正しく,
した首を被駈首として.i-I.+:JIfすることにより.これL､,の関係を明らかにしていきたい.
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風の沼魔は書年齢や性別,病気の有無にかかわら
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佃人差がある.人と人とがコミュニケーションを図
るうえで†朝革を不快をこさせた約号不潔な印象を与
えてしまうことなどから,口臭を気にする丸は増加
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れ,歯垢や口腔内の不良補綴物早苗蓄∴離蝕などの
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病や呼吸器疾患などに凝固する全身的療因やチ健康な
丸にも冒常発生する生理的原田が挙げられている3㌔
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が起こるように体内で愛機があ巧苧その腰緩周期は,
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月経期で,体内の免疫機能や粘液の分泌量が低下ず
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は黄体ホルモンがわずかに体温をあをずる働きがある
ため∴高温期になると言われていることから,唾液
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期は 董コ巣 が な く,黄体期で口臭が発生するのではな
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そ こ で , 女 性 の日展予防の指導を=役立てることを
目的 に , 20歳 柁 -60歳代の健全な泰子を被験者とし
∴ n l,(.二十 汗 .十!. i.､一十 ,t; .i工､一.＼;.信rJ
- ll:十 二㌧ ,い ∵ :ト､∴
l 工 ･l j l ';･T; ) 云 三
1 t'li.:.I : [賢
被験者は本研究をこ賛同した ボ ランティアの女子6
名である.被験者全員にす書 面および冒頭にて本研
究の趣旨を説明し,同意を樽で実施 した.被験者A
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で あ る が 薬 を服用していない者,被験者E 摘2歳)
は 規 則 正 し い 月経周期の着ず被験者F (62歳)は閉
経 し て い る 者 である.
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被験者墨こぼ実験期間中.基礎体温を測定 しても
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テルサルファイド ((CH封 2S)の濃度をそれぞれ
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は芦どのような奥も､か織別可能な濃度で,太閤の鼻
が臭いを感じる境界域である8㌔
被験者には,測定冒および測是目前胃は,目鼻に
影響を及ぼすと思われている食品 (臭いの強い食
板垣菜美子 ほか :口臭と月経周期および年齢との関係
図2.口臭測定器 OralChroma(アビリット社製)
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通常通り行ってもら-)た.
胃巌測定には各被験者用のシuンジを用意し,級
験者の口腔内に,シリンジ本体部緩端の衆起部が 口
唇に当たるまでシリンジを樺太しサⅢを閉 じ て も
らった,鼻呼吸をさせながら,肴や唾液が シ u ン ジ
の先端に触れないよう注意して,打腔内 の 空 気 を 覗
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の日義測定のうち,判定1 消 臭はあるがほとんど
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図 3. 口腔 内ガス採取 の様子
図 4 . 口 臭 測 定 器 へ の ガ ス 注 入 の 様 子
表 1 . 口 臭 判 定 の 基 準
卜1烏はあるがほとんど臭いを感じない範囲 (硫化
判定 l 水素 書メチルメルカプタン.ジメチルサルファイドJ)測定仲が十いずれもカ∵トオフ楯よりも世い
場合十
やや=烏を感じるが十さほど不快に感じな い 範
判定j 宅硫化水素が認知関倍以上で,メチルメ ル カ ブ タン.ジメチルサルファイドの測定佃が カ ッ ト オ フ
情よりも砥い場合1
判定3 明らかに口臭を感じ,岬J碓に不快に感じる範 囲 十硫
化水素.メチル}ルカブタン.ジメチ ル サ ル フ
イドU)測定情が,いずれもカットオフ 佃 以 上 で †
またはジメチルサルフ丁イドのみがカッ トオ フ 佃
よりも軟い
判定 ほとんど有宜しないバター ンぐある輔Lf)食 品 摂 収
による代潮産物など,いずれも一呼宣｣ に , 稀 に
含まれている場合がある)
*硫化水素.メチルメルカプタン.ジメ チ ル サ
7丁イドの測定情が,いずれも0であ る場 合 と
した.
判定5 客ガスの牛庫過程十,ほとんど存宜しな い バ タ ー
ン 日収はあるが十日某の強さは中程度 1､日 ∵が 多
いようである1
*硫化水素.メチルメルカプタン.ジメチ ル サ
フ∵イドの測定情が,判定Ⅰから3に 非 該 当 で
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被験者A (21歳)は,普段,月経が規則蓬し宅あ
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経周期と関係なく測定されたと考えられる (図 5).
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図8.被験者Dにおける基礎体温と口臭の変化
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図10.被験者Fにおける基礎体温と口臭の変化
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